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＊1978 年（昭和 53年）版「東京天文台」パンフレット 

東京天文台パンフレットは手にするたびに記事にしてきた。今回の 1978 年版東京天文台

パンフレットはとっくに記事にしていたと思っていた。1978 年といえば 1878 年に東京大学

に観象台ができて 100 年、東京天文台百年記念の年である。このパンフレットの 1 ページ

の沿革の項に「東京天文台は明治 11年（1878年）に東京大学理学部の観象台として本郷に

於て発足した」とある。この 1978年版東京天文台パンフレットは元国立天文台職員の山下

芳子氏が 2013 年 4 月 19 日に送ってくれたものである。ほかにも元国立天文台職員の溝原

光夫氏からもお送りいただいていたが、アーカイブ新聞を検索して、この東京天文台 100

年の記念すべきパンフレットを今迄記事にしていないことがわかったので今回記事にして

おきたい。その表紙が写真 1である。 

 

           写真 1 1978 年版東京天文台パンフレット表紙 

今でも天文台に天気のことに関する質問があったりするが、東京天文台は気象台と天象

台が一緒になった観象台として発足している。1882 年（明治 15年）に気象台と分離し天象

台と改称していている。東京天文台となったのは 1888年（明治 21年）に東京大学天象台、

海軍天文台、内務省地理局の天文部門の３者が統合され東京天文台が発足している。 



筆者は、この 1888年を東京天文台の発足の日とするのがいいのではないかと思うが、東

京大学に身を置いた人は 1878年を東京天文台の発足としたかったようである。 

写真 2が第 1ページ、ここに東京天文台の沿革が書かれている。2ページ目には当時の現

況が書かれている（写真 3）。 

 

            写真 2 1ページの目次及び沿革 

 

              写真 3 2ページの現況 

 現況に、10 研究部、8 施設、事務部と書かれ、研究部の部門名があるが、施設名が記載

されていない。沿革の項にあるとはいえ、現況に書かれるべきではないかと思う。8施設は、

乗鞍コロナ観測所、岡山天体物理観測所、堂平観測所、人工衛星国内計算施設、野辺山太

陽電波観測所、木曽観測所、太陽活動世界資料解析センター、宇宙電波観測所である。 



 

         写真 4 65㎝大赤道儀と人工衛星国内計算施設 

 

        写真 5 太陽真空紫外域測定装置と 14㎝単色太陽写真儀 



 

         写真 6 天文時研究室及び PZT（写真天頂筒）観測室 

 

             写真 7 子午環及び 6mミリ波望遠鏡 



 

    写真 8 25㎝クーデ型コロナグラフ及び雪に埋もれた乗鞍コロナ観測所 

 

     写真 9 188㎝反射鏡及び岡山天体物理観測所（188㎝反射鏡ドーム） 



 

          写真 10 91㎝反射鏡及び堂平観測所の全景 

 

 写真 11 105㎝シュミット望遠鏡及び木曽観測所シュミット望遠鏡ドーム 



 

  写真 12 野辺山太陽電波観測所の干渉計及び宇宙電波観測所の 45m電波望遠鏡 

 

              図 1 三鷹構内建物配置図 



 

                図 2 施設分布図 

 

                図 3 施設一覧 

 写真 13が裏表紙で、当時の東京天文台三鷹キャンパスの航空写真である。この当時はさ

すがに畑地はなくなっているが、まだ森の木々の繁り方は現在ほどではなく、ポプラ並木

が 3筋も見えており、自動光電子午環もなく 24m球面電波望遠鏡も見える。写真 14に最近

の航空写真を載せておくが、国立天文台の発展が一目瞭然である。しかしながら、1978 年

の航空写真は懐かしい光景である。 



 

      写真 13 裏表紙の当時の東京天文台三鷹キャンパスの航空写真 

 

       写真 14 2006年の国立天文台三鷹キャンパスの航空写真 

 今年は、2016 年、このパンフレットが発行されてから 38 年を経ている。40 年近くたて

ば随分と代わるもので、このパンフレットに登場している観測施設・装置などで国立天文



台が運用しているものは数少ない。数えてみると１）岡山天体物理観測所の 188 ㎝反射望

遠鏡、２）野辺山宇宙電波観測所の 45m 電波望遠鏡の二つしかない。天文学の進歩を感じ

させるものである。 

 

 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


